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「細則３－２ 非常用発電設備等の排気筒を不燃材料被覆する一般取扱所の自主保安基準」の解説 

 

危規則第 28 条の 57 第２項により設置する一般取扱所において、非常用発電設備等の排気筒が

建築物の他の部分と区画する壁を貫通する場合、当庁では危政令第 23 条に基づく特例の適用要件

として、適切な延焼防止措置等を講じることを求めています。 

延焼防止措置等として、排気筒を不燃材料で被覆する措置を講じる一般取扱所は、排気筒を被覆

する不燃材料の点検基準である細則３－２を定める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特記すべき事項がある場合、追加で

記載してください。 

排気筒の周囲を金属以外の不燃

材料で有効に被覆する一般取扱所

の例は下図のとおりです。 

凡例 

 一般取扱所の区画壁 
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